
別記第１号様式 目標設定：令和　4　年　4　月　1　日

評　　価：令和　5　年　2　月　8　日

組織名称

補職名・氏名

組織目標兼管理職個人目標

＜兼務比率記載欄＞
：

令和４年度組織目標兼管理職個人目標管理シート
福祉部
部長　加藤　泰治

目
標
１

福祉部所管施
設の適正配置
計画の推進

総合計画・行政
改革・公共施設
適正配置計画に
基 づ く 施 設 整
備・統廃合

①発達支援ｾﾝﾀｰとことばの教室統合に係る基本設計(7
月)実施設計(12月)、多治見版療育ｼｽﾃﾑに基づいた新発
達支援ｾﾝﾀｰへの移行準備(3月)
②坂上児童館と養正公民館統合案の地元協議、整備方
針決定(3月)
③(仮称)笠原こども園の笠原小中一貫教育校開校に合
わせた整備方針案、ﾛｰﾄﾞﾏｯﾌﾟ策定
④小泉・北野保育園の統合準備(規模検討・用地取得)
⑤児童館・児童ｾﾝﾀｰ休館日の変更(日曜開館)(9月)
⑥笠原児童館と笠原中央公民館統合に係る実施設計(7
月)及び工事着手(1月)
⑦かさはら福祉ｾﾝﾀｰの機能見直しに向けた関係機関と
の調整及び地元意見の把握(随時)

①基本設計を庁内報告(9/14)。利用者・住民説明会
開催(9/15-18)､議会への説明(10/21)、設管条例は
R5.5臨時議会で廃止・制定予定②整備方針を庁内決
定､議会説明(9/13)・住民説明会実施(9/25,27)③幼
保あり方検討PJで整備方針決定(10月),政策会議(12
月),地元説明会(1/12)④統合検討の継続、隣接地取
得交渉(2件)継続⑤指定管理者ｱﾝｹｰﾄ(4月)、休館日
を統一しない方向とした各児童館・市民ｱﾝｹｰﾄ(9月)
実施。現行通りとすることを決定(11月)し各児童館
に結果報告(12月)⑥統合に係る実施設計打合せ及び
地元説明会出席(9/30､10/4)⑦関係機関協議を実施
(5/20社協,8/31施設長,9/15笠原地域社協,10/27多
悠連,12/16笠原区長会）

標題 実施する業務の内容 成果（評定時に記入）

目
標
２

地域福祉・障
がい者・生活
福祉の推進

地域での支え合
い、及び障害者
総合支援法、生
活保護法、生活
困窮者支援法に
基づく自立支援
等

①東濃5市共同基幹相談支援ｾﾝﾀｰ及び地域生活支援拠点
の有効活用、成年後見中核機関の運営に関する調整
②協定済み福祉避難所の現状把握及び課題整理。福祉
避難所ﾏﾆｭｱﾙの具体化に向けた事業所との協議(3月)
③障がい者等要支援者の個別支援計画作成に向けた課
題整理、ﾓﾃﾞﾙｹｰｽの作成(3月)
④精神障がいにも対応した地域包括ｹｱｼｽﾃﾑ及び重層的
支援体制の構築(R5開始)に向けた関係各課との協議・
方針の策定(3月)
⑤就労準備支援事業の活用等生活困窮者支援の実施
⑥地域福祉計画・障害者計画等の策定に向けたｱﾝｹｰﾄ実
施及び策定委員会による課題整理。
⑦地域福祉協議会の活動支援及びｻﾛﾝの活性化(3月)
⑧民間法人(陶技学園等)の施設建設への支援(3月)

①基幹運営会議(月1回)、中核機関(隔月)により各
種協議を実施。拠点事業所登録事務を適切に実施
(登録事業所:15件)②開設訓練(9/5,21)での課題等
を反映したﾏﾆｭｱﾙを作成(3月)し協定締結施設に意見
照会実施(12月)③個別避難計画ﾓﾃﾞﾙｹｰｽ(22区)作成
(3月)④精神障がい支援連携会議(7/1,10/4)を経て
ﾌﾟﾛｾｽｼｰﾄ完成。重層的支援体制ﾜｰｷﾝｸﾞ開催(2月予
定)し政策課題説明会にて報告(3月)⑤ﾊﾛｰﾜｰｸ等と連
携し就労支援を強化(随時)。自立支援特別給付金と
併せ困窮者の就労継続や自立に寄与⑥地域福祉計画
策定委員会(9/29,10/27)障害者計画策定委員会(3月
予定)を受けｱﾝｹｰﾄ集計中⑦地域社協会議に出席、活
動内容や問題点を把握(脇之島,笠原,根本2回,北栄,
養正,小泉)⑧陶技学園:入札(4/15)3月竣工予定。

目
標
３

高齢者支援と
介護保険事業
の適正な運営

高齢者保健福祉
計画に基づく事
業の実施

①地域包括支援ｾﾝﾀｰと連携した地域包括ケアの推進、
地域ケア会議等の充実、困難事例担当との連携及び土
日緊急対応の実施
②第一層協議体、第二層協議体(小学校区)の運営支援
③住民主体ｻｰﾋﾞｽ事業の更なる推進及び移送支援事業実
施に向けた他課との連携
④一般介護予防の推進及び効果の検証
⑤高齢者保健事業と介護予防事業の3課(保険年金課・
保健ｾﾝﾀｰ・高齢福祉課)による一体的実施
⑥認知症初期集中支援ﾁｰﾑの適正な運営及び認知症予防
事業の拡充、拠点認知症ｶﾌｪの定期的開催
⑦ｻﾛﾝ事業への支援による高齢者の集いの場の充実
⑧民生児童委員一斉改選の確実な実施（12月）

①包括責任者会議毎月開催。4/1から処遇困難等ｹｰｽ
対応指導者1名配置、2包括にて休日等緊急対応開
始、10月から残り4包括実施②ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀとの情報共
有、方向性等随時確認③住民主体ｻｰﾋﾞｽ提供3団体、
移送支援課題整理実施④新65歳説明会時の元気ｱｯﾌﾟ
体操講座実施、老人ｾﾝﾀｰ等での介護予防講座支援。
効果検証実施⑤医師会例会にて取組施策報告、情報
共有実施(6/18)。保健ｾﾝﾀｰ、保険年金課との事業(8
ｻﾛﾝ,19回)⑥認知症施策の課題整理、ﾁｰﾑ会議開催(6
回)拠点ｶﾌｪ(太平町ﾏﾏｽﾞｶﾌｪ)毎月第2土曜日開催⑦社
協とｻﾛﾝ助成契約締結(4/1)(ｻﾛﾝ数108うち新規3)⑧
区長会議依頼(4/22)、市推薦会開催(9/5)、退任式
委嘱式(12/1)

目
標
４

子ども支援の
充実

幼保の安定運営
及び子育て支援
施策の実施

①民間保育所等施設整備の支援及び促進（補助金交付
申請、認可、定員変更等手続きの支援）
②子育てｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀを活用した、次世代育成ﾌﾛｱ及び子育
て支援施設との連携充実
③医療的ケア児の受入れ(園・保護者・関係機関との調
整)と判定審査部会の開催(9月)
④子どもの居場所事業の検討と方針決定(12月)
⑤子ども食堂への支援拡充の検討と方針決定(12月)
⑥学習支援事業の推進(2カ所で定員33人の確保)
⑦きずなﾈｯﾄｱﾌﾟﾘによる子育て情報の発信(登録者の増
と利用者ﾆｰｽﾞの把握）(随時)
⑧次期指定管理者選定(小泉交流ｾﾝﾀｰ・笠原児童館・坂
上児童館)

①R4民間保育所増築工事にかかる補助金交付、増築
工事への相談、入開札支援を実施、新規認可外保育
所(１件)の認可手続き支援実施②2人体制の子育て
支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰの役割分担決定、R6からのこども家
庭ｾﾝﾀｰ設置に向けた協議、次年度以降の駅北親子広
場の週5日開所決定③令和5年度受入れ予定の医療的
ｹｱ児を判定審査部会に付議(9/16)2名受入れ決定④
次期子ども未来ﾌﾟﾗﾝに支援方針記載予定⑤支援団体
との連携調整実施⑥R4から集合型(学習館,旭ヶ丘公
民館)のみで実施。ひとり親家庭へのﾁﾗｼ配布等によ
り定員増目指す(1/10現在登録27人)⑦ｱﾌﾟﾘ事業者と
定期的に会議開催、登録者の増加策、ｱﾌﾟﾘの活用拡
大策検討(登録7,466人/1月時点)⑧第1回委員会書面
開催(5月､公募要領・仕様書の確認)､第2回委員会開
催(7/14､8館評価・3館選定実施)､9月議会(小泉)、
12月議会(坂上・笠原)議案提出

目
標
５

通常業務の適
正実施と５Ｓ
への取組み

適正な事務の執
行及び5Sへの取
組 に よ る 市 民
サービスの向上

①新型ｺﾛﾅ対策の迅速且つ適切な実施
②障がい・介護ｻｰﾋﾞｽの適正な支給量管理
③生活保護の適正支給、就労支援、不正受給防止
④幼稚園保育園の適切な運営、私立園の支援
⑤地域福祉計画、高齢者保健福祉計画、障害者計画、
子ども未来ﾌﾟﾗﾝの推進、進行管理
⑥指定管理事業の評価・施設の適正管理
⑦関係機関との連携協力による個別ｹｰｽへの迅速な対応
及びｹｰｽﾜｰｶｰの育成強化
⑧民生児童委員、ｼﾙﾊﾞｰ人材ｾﾝﾀｰ等関係団体との連携
⑨戦没者追悼式(11/8)、子育てｲﾍﾞﾝﾄ、敬老会等の開催
⑩5S+Sで職場環境の改善及びおもてなしの精神による
市民ｻｰﾋﾞｽの徹底と向上

①随時適切に対応
②適切に管理
③適正に支給
④適切に運営､支援
⑤後期に令和3年度進捗状況を評価
⑥令和3年度の評価を実施､新型ｺﾛﾅ禍でもおおむね
前年並みを維持
⑦定期的に所内で個別ｹｰｽ検討会議を実施
⑧ｺﾛﾅ禍で実施可能な連携を継続
⑨戦没者追悼式(11/8)､子育てｲﾍﾞﾝﾄ(12/4)、90歳敬
老会(10/18)実施
⑩随時実施

ｂ　独自目標加算
　　　（任意設定）
例：自主研究グループ活動など
の自己研鑽、職員提案活動、施
策の紹介・普及活動　等

（目標設定） （成果）

達成度

T2

T2

T3

T3

T3



別記第１号様式 目標設定：令和　4　年　4　月　1　日

評　　価：令和　5　年　2　月　8　日

組織名称

補職名・氏名

標題 実施する業務の内容 成果（評定時に記入）

組織目標兼管理職個人目標

＜兼務比率記載欄＞
：

令和４年度組織目標兼管理職個人目標管理シート
福祉部 福祉課
課長　大山　克則

目
標
２

福祉避難所の
課題整理及び
個別支援計画
作成の研究

災害に対応でき
るマニュアル及
び個別支援計画
の作成

①企画防災課・高齢福祉課等関連課と連携し、協定済
み福祉避難所の現状把握及び課題を整理。
②福祉避難所マニュアルの具体化に向けた協定事業所
との協議(3月)
③障がい者等要支援者の個別支援計画作成に向けた課
題の整理。モデルケースの作成(3月)
④モデル事業所の選定(入所施設、日中サービス事業所
各1か所程度)及び協議(12月)。模擬訓練の実施(3月)

①②開設訓練での課題と実施施設の意見等を反映し
たマニュアルを作成（3月）
③個別避難計画モデルケース作成（22区）（3月）
④優が丘(障がい者施設)9/15、浩養会(高齢者施
設)9/21に開設訓練実施

目
標
１

基幹相談支援
センターの運
営及び地域生
活支援拠点の
有効活用、地
域福祉の推進

東濃５市共同委
託による事業の
推進、地域福祉
組織への支援

①東濃５市共同による基幹相談支援センター及び地域
生活支援拠点の有効活用、成年後見中核機関の運営に
関する東濃５市間協議及び調整(3月)
②社協と連携した地域福祉の強化（地域福祉協議会の
活動支援及びサロンの活性化）(3月）
③かさはら福祉センターの機能見直しに向けた関係機
関との調整及び地元意見の把握(随時)
④民間法人(陶技学園、同朋会、ｱｲﾎﾟｲﾝﾄ、ｻﾝﾗｲｽﾞ等)の
施設建設への支援(3月)
⑤連絡調整会議(4回)及び経理確認(年1回)等による適
切な指導助言に基づく社会福祉協議会の支援(随時)
⑥今後の総合福祉センターのフロア活用に向けた社協
との協議(3月)

①基幹運営会議（月1回）、中核機関（隔月）によ
り各種協議を実施。拠点事業所登録事務を適切に実
施（登録事業所：15件）
②地域社協会議に出席、活動内容や問題点を把握
（連絡会3回、研修会、脇之島、笠原、根本2回、北
栄、養正、小泉）
③関係機関協議を実施（社協、施設長、笠原地域社
協、多悠連、笠原区長会）
④陶技学園：3月竣工予定。同朋会：要望書を受け
当初候補地での検討要請。市関係各課との調整を実
施。ｱｲﾎﾟｲﾝﾄ：県協議相談対応、7月開所
⑤調整会議開催、Ｒ3経営状況報告
⑥貸部屋等を含めた施設全体の活用方法について社
協と協議を予定（3月）

目
標
３

地域福祉計
画・障害者計
画等に基づく
障がい者支援

制度に基づく適
正な障がい者支
援及びサービス
の提供・評価

①地域福祉計画及び障害者計画等の策定に向けたアン
ケートの実施及び策定委員会による課題整理
②精神障がい等にも対応した地域包括ケアシステム及
び重層的支援体制の構築(R5開始)に向けた関係各課と
の協議・方針の策定(3月)
③自立支援協議会を活用した日中サービス支援型グ
ループホーム等の評価方法の確立(3月)
④効率的な認定調査及びモニタリングによる適正な支
給量の管理(随時)。ケース検討会議の開催(毎月)
⑤地域生活支援・基準該当事業者の適正な登録(随時)
⑥就労支援事業所等と連携した障がい者雇用(市職員含
む)の促進。製品開発・市場開拓(随時)。市業務での関
連製品利用促進と業務委託の拡大(目標900万円)

①地域福祉計画策定委員会(2回)、障害者計画策定
委員会（1回、3月予定）にて調整、アンケート集計
中
②精神障がい支援連携会議(3回実施)を経てﾌﾟﾛｾｽｼｰ
ﾄを完成。重層的支援体制ﾜｰｷﾝｸﾞ開催(1回実施、2月
予定)し、政策課題説明会にて報告予定（3月）
③具体的事案がなかったため未着手
④認定調査・ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞを適正に行い支給量を管理(随
時)。ｹｰｽ検討会議を28回80ケース実施
⑤基準及び実地調査に基づき地域生活支援事業者や
基準該当事業者を登録(随時)
⑥庁内各課に業務での利用実績を周知するととも
に、関連製品の利用促進と業務拡大を依頼(随時)民
生員総会や障害者週間啓発の場で販売機会創出

①評価委員会を開催(7/12)。諸計画を随時進行管理
②薫風会：7/14実施（文書指摘：3件、口頭指摘：2
件、助言：5件）、社協：11/4実施予定（文書指
摘：2件、口頭指摘：11件、助言：5件）
③④随時実施
⑤申請受付後、タクシーチケットを交付(9月)。
9月以降関係団体との意見交換会を開催。10/18高齢
福祉三者職種協議会にて制度周知。
⑥部内ケース会議、日赤事務を随時実施。戦没者追
悼式は規模を縮小し開催(11/8)
⑦随時実施

①ﾊﾛｰﾜｰｸ等と連携し就労支援を強化(随時)。自立支
援特別給付金と併せ困窮者の就労継続や自立に寄与
②社協と連携し制度利用を推進。困窮者支援を適正
に実施。特別給付金新規決定(6件)、新型ｺﾛﾅ自立支
援金新規決定(4件)、住居確保給付金：4件他
③生活実態調査、警察との連携及び法的対応等の強
化により不正受給を未然防止(随時)
④薬剤師会に後発薬品使用を働きかけるなど医療扶
助の適正化を推進(随時)
⑤ケース検討会議を定例開催(毎月)
⑥家庭内面接、扶養義務調査、資産調査を強化。適
正な援助方針を立案し自立を促進(随時)

目
標
５

（成果）

目
標
４

生活保護世帯
及び生活困窮
者の自立支援

保護の適正実施
及び困窮者支援
制度の活用によ
る被保護世帯・
生活困窮者の自
立支援

①就労準備支援事業の活用及びハローワーク等との連
携による就労支援の強化。関係機関等と連携した生活
困窮者支援の実施(3月)
②住居確保給付金や自立支援特別給付金制度による生
活困窮者の支援(随時)
③生活実態調査、警察との連携及び法的対応等の強化
による不正受給の未然防止(随時)
④薬剤師会への働きかけによる後発医薬品の使用促進
を含む医療扶助適正実施(随時)
⑤自立促進のためのケース検討会議の定例開催(毎月)
⑥訪問計画に基づく家庭内面接、実地調査を含む扶養
義務調査並びに資産調査の強化による適正な援助方針
の立案と自立の促進(随時)

福祉関連団体
との連携及び
既存業務の適
正な実施

団体と連携した
事業等及び日常
業務の適正な実
施

①指定管理者の評価(6月)関連諸計画の進行管理(3月)
②社会福祉法人の監査・指導(社協、10～11月)、法人
設立認可等への対応(随時)
③戦没者特別弔慰金事務の適切な遂行(R2からの継続)
④福祉環境整備指針による指導(開発指導委員会)及び
ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ適合証、障害者差別解消法の普及啓発(随時)
⑤タクシーチケット等助成制度や交通費助成制度等に
ついて関係団体(利用者)からの意見聴取(随時)
⑥ケースワーカーの育成及びケース検討会議の充実に
よる援護者への支援強化(随時)、日本赤十字社関連事
務の適正実施(随時)、戦没者追悼式の開催(11/8)
⑦5S＋Sで職場環境の改善及びおもてなし精神での市民
サービスの向上

ｂ　独自目標加算
　　　（任意設定）
例：自主研究グループ活動など
の自己研鑽、職員提案活動、施
策の紹介・普及活動　等

（目標設定）

達成度

T3

T2

T3

T2

T3



別記第１号様式 目標設定：令和　4　年　4　月　1　日

評　　価：令和　5　年　2　月　8　日

組織名称

補職名・氏名

標題 実施する業務の内容 成果（評定時に記入）

組織目標兼管理職個人目標

＜兼務比率記載欄＞
：

令和４年度組織目標兼管理職個人目標管理シート
福祉部　子ども支援課

課長　長谷川昭治

目
標
２

私立幼稚園及
び私立保育園
（公設民営含
む）への支援
及び指導

幼稚園、保育園
事業の充実と適
正な運営

１.民間保育所等施設整備の支援及び促進
①民間保育所増築工事に関する補助金交付等支援
②認可、定員変更手続等に関する支援
２.指定管理施設事務（池田保育園、旭ヶ丘保育園）
①保育園運営に関する指導、助言
②次期指定管理者選定を見据えた準備
３.適正な保育運営のための指導、助言
①私立保育園、認定子ども園、私立幼稚園、認可外保
育施設及び小規模保育事業者の監査及び園運営支援
②特別保育及び経営改善のための補助
４.補助金関係事務の助言、指導による適正な事務執行

１.①②R4民間保育所増築工事にかかる補助金交付
申請及び認可変更手続き等実施(3月)。R5増築予定
民間保育所への交付申請(事前協議)、認可基準等助
言。他の新設案件の協議、指導助言
２.①指定管理園(2園)のR3評価事務、食材費、燃料
費及び物価高騰に係る支援金交付事務を適正に実
施。運営面における相談、指導助言を随時実施し適
正かつ安定運営に寄与 ②関係団体との良好な関係
を維持
３.①②日常的な相談指導及び実地指導監査を実施
(７カ所)し適宜指導助言
４.バス置き去り防止装置補助制度、処遇改善補助
制度をはじめ各種情報を提供し、指導助言を実施

目
標
１

公立幼稚園及
び公立保育園
の運営、施設
整備

適正かつ充実し
た園運営と計画
的な施設整備

１.笠原幼稚園・保育園の統合及び認定こども園化
①(仮称)笠原こども園の笠原小中一貫教育校開校に合
わせた整備方針案、ロードマップの策定
②幼保連携型認定こども園の開設に伴う課題整理
２.小泉・北野保育園統合準備(規模検討、用地取得)
３.公立幼保の将来的な在り方検討プロジェクト会議
①統合予定園に関する検討（ハード、ソフト面）
②保育の質の向上、保育ニーズ把握及び諸課題整理
③幼稚園・保育園職員の負担軽減に関する研究
④安定的な園運営に資する保育士（正規及び会計年
度）の確保及び資質向上に向けた研修強化
４.大規模修繕工事による老朽化施設の計画的な修繕
５.保育園伝統給食継承に向けた調理員のあり方の研究

１.①②幼保あり方検討PJ(5～10月)で整備方針を決
定し、事業計画について政策会議(12月)、ﾊﾟﾌﾞｺﾒ、
地元説明会(1月)を経て、総計事業を追加(3月予定)
２.統合検討の継続、隣接地取得交渉(2件)を継続
３.①笠原幼保統合に向け暫定計画図を決定
②④各種研究会、研修受講を通じ保育の質向上を図
り、受講内容の職員間共有を随時実施。保育士募集
PV・ﾎﾟｽﾀｰを制作し(2月)、PV配信、養成校へのﾎﾟｽ
ﾀｰ掲示依頼を予定(3月)
③保育所児童保育要録電子化検討、日常業務改善実
施　４.計画的に実施、完了
５.保育園給食のｱﾚﾙｷﾞｰ事故ｾﾞﾛなど、安全な保育園
給食を提供

目
標
３

幼稚園・保育
園の適正な運
営と無償化制
度の対応

子ども子育て支
援新制度の適正
運営

１.新型コロナ感染症への日常的な感染対策の徹底
（園・利用者）、陽性者発生時の迅速対応
２.子ども・子育て支援事業計画の策定
①現況を踏まえた計画（R2～R6）の中間見直し
②次期計画（R7～R11）の策定準備
３.幼児教育・保育の無償化制度に伴う、施設監査、利
用給付認定及び利用費支払等事務の適正実施
４.保育士等処遇改善補助金に関する事務
５.医療的ケア児の受け入れ態勢支援
６.ぴったりサービスへの対応に向けた準備
７.各園（公私立）からの相談への対応
８.退職保育士との情報交流、連携協力体制の構築

１.新型ｺﾛﾅ(第7・8波)への適時的確な対応を保育
所、幼稚園とともに実施
２.①新型ｺﾛﾅの影響に鑑みてR4中間見直しを見送る
②支援事業計画を含む子ども未来ﾌﾟﾗﾝの次期見直し
(R5-6)の人口推計等次期計画の策定準備に着手
３.無償化に伴う支払事務等適正かつ速やかに実
施。市内保育所関連施設の監査を県と共に実施
４.上半期分の補助金交付手続き実施(下半期分は公
定価格に反映)
５.園(看護師)、子ども支援課連携のもと医ｹｱ児2名
の受入態勢の調整、安定化及び次年度受入検証、検
討
６.国統一様式等の整理、研究及び検討
７.事故(園児のｹｶﾞ)対応、ｸﾚｰﾑ対応を随時実施
８.ＯＢ保育士を研修講師に招き階層別指導を実施

目
標
４

保育、教育、
親支援の充実

習 慣 向 上 プ ロ
ジェクト及び安
全な保育と個々
の発達に応じた
保育の実施

①毎日のいきいき運動遊び及び体力測定の実施（3種目
年2回）と成果の確認
②毎日のいきいき運動遊びの実施及び効果の検証
③マイ保育園・マイ幼稚園制度のＰＲ及び子育て相談
の実施
④障害児巡回支援専門員を中心とした要支援児・保護
者支援、小学校との交流実施及び連絡会の開催等によ
る就学時のスムーズな移行支援
⑤食育の充実と食物アレルギーへの適切な対応(事故ゼ
ロ)
⑥早寝・早起き・朝ごはんの推進
⑦緊急時を想定した園児引渡し訓練（年1回）、園内訓
練（随時）の実施

①②毎日の振り返りや改善を重ね、いきいき遊び、
いきいき運動遊びを実施。各園だより等で園児の体
力測定結果及び効果を保護者に報告し検証、振り返
り反映
③乳幼児健診の際のＰＲを各園長が輪番実施
④小学校等関係機関と情報共有を行い、保護者に寄
り添った支援、就学に向けた支援を実施
⑤各園の畑で野菜を育て、生育を観察するとともに
収穫物を給食提供するなど食育を推進。食物ｱﾚﾙｷﾞｰ
に注意し給食を提供し、ｱﾚﾙｷﾞｰ事故ゼロを堅持
⑥園だより等を活用し働きかけを行うとともに、ｱﾝ
ｹｰﾄ調査を実施(6月)し、結果を保護者に公表
⑦計画どおり園内で災害等避難訓練を実施(月1回)

目
標
５

適正な事務の
執行

業務の円滑かつ
迅速な実施

①発達支援センターと幼稚園・保育園との連携
②障害児巡回支援専門員との連携による保育士の支援
児教育の指導力アップ
③園長会、副園長会及び調理師研修会等の実施
④保育園運営懇談会、幼稚園評議委員会への参画
⑤入所・入園事務の適正な実施
⑥特別保育（一時・休日・病後児）の適正な実施
⑦各園での虐待事例の通告、虐待防止啓発、緊急対応
⑧債権管理計画に基づく滞納対策の実施（徴収目標
率：現年99.6%、滞納繰越25%）
⑨５Ｓ＋Ｓで職場環境の改善及びおもてなし精神での
市民サービス向上

①発達支援ｾﾝﾀｰと園が連携した保育を実施
②障害児巡回支援専門員の訪問時に支援内容につい
て情報交流等を実施
③園長会(毎月)、副園長会(隔月)を開催し、情報共
有等を推進
④運営懇談会、評議委員会を開催し、意見等を聴取
⑤窓口等での入所・入園事務を適正かつ迅速に実施
⑥特別保育（一時・休日・病後児）を適正実施
⑦子育ち支援Ｇと連携し、ケース関係児童に関する
情報を各相談員に定期及び随時報告
⑧各園における保護者との良好な関係を維持しつ
つ、滞納対策を実施
⑨各グループ毎に５Ｓ＋Ｓ啓発を随時実施

ｂ　独自目標加算
　　　（任意設定）
例：自主研究グループ活動など
の自己研鑽、職員提案活動、施
策の紹介・普及活動　等

（目標設定）

達成度

T2

T3

T2

T3

T3



別記第１号様式 目標設定：令和　4　年　4　月　1　日

評　　価：令和　5　年　2　月　8　日

組織名称

補職名・氏名

標題 実施する業務の内容 成果（評定時に記入）

組織目標兼管理職個人目標

＜兼務比率記載欄＞
80：20

令和４年度組織目標兼管理職個人目標管理シート
福祉部
課長（子育ち支援担当）勝見 祐子

子育ち支援の
充実

次世代育成フロ
アの連携強化と
子育て支援情報
発信の充実

①子育てコーディネーターを活用し、次世代育成フロア
(子育て包括支援センター)及び子育て支援施設との連携
を充実
②児童館・児童センター休館日の変更(日曜開館)(9月)
③子どもの居場所事業の検討と方針決定(12月)
④子ども食堂への支援拡充の検討と方針決定(12月)
⑤学習支援事業の推進(2か所で定員33人の確保)
⑥きずなネットアプリによる子育て情報の発信(登録者
の増と利用者ニーズの把握(随時)、開発事業者との協議
(月2回))
⑦ファミリー・サポート・センターを活用した子育て支
援の充実
⑧所管指定管理施設の適正管理と評価。次期指定管理者
選定(小泉交流センター・笠原児童館・坂上児童館)
⑨子育ち支援講座、親育ちプログラム(NP・BP1・BP2
等)、子育てイベント「楽市・楽座」(12月)の実施
⑩ネットワーク協議会の実施(9月、2月)

①R6からのこども家庭ｾﾝﾀｰ設置に向け関係部署と協
議、次年度以降の駅北ひろばの週5日開所を決定 ②
各児童館・市民にｱﾝｹｰﾄ調査を実施(9月)。現行どお
りとすることを決定(11月)､各児童館に結果報告(12
月)③次期子ども未来ﾌﾟﾗﾝに子どもの居場所実施団体
への支援方針を記載予定④社協・ﾎﾟﾙﾄ等子ども食堂
支援団体との連携調整実施⑤R4から集合型(学習館と
旭ヶ丘公民館)のみで実施。ひとり親家庭へのﾁﾗｼ配
布等により定員の33人登録を目指す(1/10現在、登録
27人)⑥ｱﾌﾟﾘ事業者と定期的に会議を開催し､登録者
の増加、ｱﾌﾟﾘの活用拡大策を決定(1/8現在:登録
7,466人)⑦活動件数542回(12月現在)⑧第1回委員会
書面開催(5月､公募要領・仕様書の確認)､第2回委員
会開催(7/14､8館評価・3館選定実施)､9月議会(小
泉)、12月議会に指定議案提出(坂上・笠原)､3館の協
定書締結(1月)⑨NP:2回、BP:5回、BP2:2回、親子ふ
れあい教室:10回(12月現在)⑩2回実施(9/30,2/6)

目
標
１

子ども関係施
設の整備

公共施設適正配
置計画、行革等
に係る子ども関
係 施 設 の 複 合
化、廃止

①整備方針に基づいた、発達支援センターとことばの教
室統合に係る基本設計(7月)・実施設計(12月)
②坂上児童館と養正公民館統合について地元と協議し、
整備方針を決定(3月)
③坂上児童館統合後の跡地利用検討及び方針決定(3月)
④笠原児童館と笠原中央公民館統合に係る実施設計(7
月)及び工事着手(1月)
⑤笠原児童館統合後の跡地利用検討及び方針決定(3月)

①設計事業者・現指定管理者と協議(随時)。基本設
計庁内報告(9/14)。利用者・住民説明会開催(9/15-
18)､議会説明(10/21)、実施設計(12月末)、12月議会
に工事費債務負担額提出、入札等準備
②整備方針を庁内決定､議会説明(9/13)・住民説明会
実施(9/25,27)。関係団体協議､3月議会に設計費を提
出
③地元協議(4回)。改修して返却することを了承
④実施設計打合せ実施、地元説明会出席(9/30､
10/4)。指定管理料の設定、新条例案を文化ｽﾎﾟｰﾂ課
と調整 ⑤近隣施設所管課(総務課､福祉課､公共施設
管理課)との検討継続を決定

通常業務の適
正実施と５Ｓ
への取り組み

適正な事務の執
行及び５Ｓへの
取り組みによる
市民サービスの
向上

①新型コロナ対策の迅速・適切な実施
②給付決定等事務の適正実施と事業者との連携
③たじみ子ども未来プランの評価と進捗管理
④子ども子育て支援交付金事務の適正実施
⑤ケース報告会の開催(週１回)と情報の共有
⑥５Ｓ＋Ｓで職場環境の改善及びおもてなし精神での市
民サービス向上

①随時対応
②事業者と連携し適正に実施
③随時実施、評価実施(3/17)
④適正に実施
⑤相談員定例会を実施(週1回)し情報を共有
⑥随時実施

目
標
２

障がい児療育
の充実

療育に係る関係
機関との連携強
化による療育支
援の充実

①「多治見版療育システム」に基づいた新発達支援セン
ターへの移行準備（設管条例の廃止・制定、指定管理仕
様書の作成等）(3月)
②医療的ケア児の受入れ(園･保護者･関係機関との調整)
と判定審査部会の開催(9月)
③民間保育所による病児保育の実施支援
④障害児福祉計画の進捗管理
⑤障害児通所施設(児童発達支援・放課後等デイサービ
ス)の実態把握
⑥障がい児巡回支援専門員による保育、教育、療育の連
携及び要支援児担当者への指導による人財育成
⑦発達支援個別ｹｰｽ検討会の開催（毎月）
⑧要支援児に関する小学校及び保健センターとの連携

①設管条例案を政策法務付議(1/11)､法令審査(4
月)、5月議会提案。協定書案は現指定管理者と協議
し策定
②令和5年度受入れ予定の医療的ケア児を判定審査部
会に付議(9/16)、2名を受入れ決定・受入れ準備
③民間保育所1園で病児保育の受入れ開始(定員1
名)。利用料・診断書料への補助開始(4月)
④随時実施。次期計画策定に向け委員会実施(9/16)
⑤随時実施
⑥就学に向けての学習会(4回)、小学校見学会(14
回)、巡回相談(46回)、ＷＧ児園訪問実施(54回)
⑦毎月実施
⑧幼保への巡回相談、保健ｾﾝﾀｰと連携した療育勧
奨、就学等支援委員会(6.9.10月)、特別支援Co研修
会、幼保小連絡会、ｽﾏｲﾙﾌﾞｯｸ引継ぎ会

目
標
３

ｂ　独自目標加算
　　　（任意設定）
例：自主研究グループ活動などの
自己研鑽、職員提案活動、施策の
紹介・普及活動　等

（目標設定） （成果）

目
標
４

相談体制の充
実

子ども・ひとり
親・女性の相談
に対する迅速で
適切な対応

①子ども・女性に対する虐待事案の早期発見と対応
②迅速な家庭訪問の実施と関係機関との密接な連携によ
る支援の実施
③入所事務の迅速・適正な実施
④母子・父子自立支援事業、就労支援事業の実施
⑤ひとり親対象の各種委託事業の実施
⑥要保護児童対策地域協議会の開催（全体会議１回・実
務者会議12回）、子ども家庭総合支援拠点の運営
⑦ケースワーカー育成の強化
⑧相談員の後進育成
⑨オレンジリボンたすきリレー(11月)の開催

①関係機関と連携し、適切に対応
②③④個別ｹｰｽごとに随時対応
⑤ひとり親家庭向け社会見学を実施(6/19,11/20)
⑥実務者会議(毎月)、代表者会議1回実施(8月)
⑦⑧児童福祉司任用前研修(5回)、調整担当者研修(5
回)、DV被害者支援担当者研修(5回/3名)
⑨新型コロナ感染対策で中止決定。代わりに児童虐
待防止に係る啓発事業の実施(11/1～11/29)、ﾔﾝｸﾞｹｱ
ﾗｰﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ作成、研修周知

目
標
５

達成度

T2

T2

T2

T3

T3



別記第１号様式 目標設定：令和　4　年　4　月　1　日
評　　価：令和　5　年　2　月　8　日

組織名称

補職名・氏名

標題 実施する業務の内容 成果（評定時に記入）

組織目標兼管理職個人目標

＜兼務比率記載欄＞
：

令和４年度組織目標兼管理職個人目標管理シート
福祉部高齢福祉課
高齢福祉課長　加藤洋子

高齢者保健福
祉計画及び介
護保険事業計
画の適正な事
業運営

「高齢者保険福祉
計画2021」に基づ
く高齢者保健福
祉事業の推進及
び次期計画の策
定準備

①次期計画策定に向けた準備(ニーズ調査、委員選定)
②高齢者保健福祉計画(R3～R5年度)・第8期介護保険事
業計画の推進及びサービス見込み量の進捗管理
③保険者機能強化推進交付金の指標と連携した効果的な
事業の実施
④地域密着型サービス、居宅介護支援、介護予防・日常
生活支援総合事業に対する事業所指定・指導の実施
⑤仮算定・本算定などの機会を活用し、介護保険制度や
新保険料等について、適切な周知の実施
⑥国保連情報の活用やケアプラン点検等の実施による介
護給付の適正化実施
⑦介護サービス事業所等への感染症対策指導と支援

①次期計画策定契約業者募集,ﾌﾟﾛﾎﾟｰｻﾞﾙ,契約実施
(6-8月),ぎょうせいとの打合せ(随時),ｱﾝｹｰﾄ実施(12
月),公募委員広報掲載(3月)
②前年度進捗管理(5月),現年度進捗管理(1月)
③指標に基づく効果的な事業実施
④運営指導：居宅介護6件,総合事業4件実施
⑤制度周知,ｺﾛﾅ減免制度等本算定送付時に説明文書
同封し周知
⑥国保連情報による給付点検実施(毎月)。ｹｱﾌﾟﾗﾝ点
検実施(6事業所)
⑦事業所等への新型ｺﾛﾅ関連情報共有,陽性者発生時
等対応支援

目
標
１

地域包括ケア
システムの強
化・充実

地域包括支援セ
ンターの適切な運
営と生活支援体
制の充実

①地域包括支援センター(6ケ所)適正運営のための支援
②地域包括支援センターと連携し、地域包括ケアの推
進、地域ケア会議等の充実、困難事例担当との連携、土
日緊急対応の実施
③第一層協議体(全市)の運営と第二層協議体(小学校区
単位)の運営支援
④生活応援員育成の強化と地域の支え合い体制づくりの
支援、生活支援体制整備推進会議等の実施。既存団体・
組織と連携し、生活支援の担い手発掘・育成
⑤住民主体サービス事業の更なる推進・移送支援事業実
施に向けた他課との連携
⑥成年後見制度利用推進・中核機関の運営
⑦コールセンター業務を含む新緊急通報システム委託

①②包括責任者会議毎月開催、課題整理、情報共
有。4/1から処遇困難等ｹｰｽ対応指導者1名配置、2包
括にて休日等緊急対応開始、10月から残り4包括実施
③ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀとの情報共有、方向性等随時確認
④推進会議3回開催(6,11,2月)、生活応援員育成講座
3回実施(7-8,11-12,1-2月) 26人認定(累計136人)
⑤住民主体ｻｰﾋﾞｽ提供3団体(北栄:通所型・訪問型,笠
原:訪問型,根本:訪問型)、移送支援課題整理実施
⑥東濃5市での事務連絡会議(6回)、受任調整会議(5
回)
⑦新事業者との委託契約(4/1)、利用者機器設定変更
完了(4-5月)

介護保険サー
ビスの適正化
等
　
介護事業所との
情報共有、適正
な介護認定

①介護保険料の適正な賦課徴収(目標収納率 現年度
99.5% 滞納繰越分23.4%)
②適正な介護給付と制度運営
③運営推進会議等を活用し地域密着型サービス事業所と
の情報共有、適正運営の確認
④認定調査の適正な実施(調査内容の平準化、調査票
チェック体制の効率化、委託先拡充等)
⑤介護認定審査会事務の適正な実施
⑥基幹系業務システム標準化・行政手続きオンライン化
等システム改修への対応
⑦介護保険事業特別会計の予算・決算事務の適正な執行
⑧指定管理事業の評価
⑨５Ｓ＋Ｓで職場環境の改善及びおもてなし精神での市
民サービス向上

①目標収納率達成に向け一斉催告実施(280名)。収納
率12月末現在 現年度97.65%(普徴のみ72.81%),滞納
繰越分26.45%
②集団指導実施(7/25-26)。運営指導(居宅)実施(6事
業所)
③地域密着型ｻｰﾋﾞｽ事業所運営推進会議に出席,情報
共有
④⑤認定申請3,577件(1月途中)の調査票全件ﾁｪｯｸ。
新型ｺﾛﾅ禍における審査会をZOOM機能を用いて開催。
調査員ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ(毎月)にて情報共有
⑥情報課,ｼｽﾃﾑ委託者と情報共有,随時調整。ぴった
りｻｰﾋﾞｽ導入準備(R5.4運用開始)
⑦適正実施。会計検査院会計検査受検(4月)。高額介
護ｻｰﾋﾞｽ費等貸付基金条例廃止(12月議会)
⑧評価委員会(7/12),9月議会報告
⑨個人情報保護と5S+S徹底のため全ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ毎日施錠
実施。執務室消毒作業毎日実施

目
標
２

介護予防と認
知症施策の推
進

身近な地域にお
ける介護予防活
動

①一般介護予防の推進・効果の検証
②高齢者保健事業と介護予防事業の一体的な実施
③地域在宅医療連携推進事業における医師会等との連携
強化
④医療連携の理解を深めるための研修や在宅医療・介護
連携推進会議の運営、在宅医療介護連携相談支援窓口の
適正な運営
⑤東濃３市と連携した見守りシール交付事業の実施
⑥認知症初期集中支援チームの適正な運営
⑦チームオレンジの立ち上げ(滝呂包括)、継続運営(太
平・精華の2包括)
⑧拠点認知症カフェの定期的開催
⑨認知症予防事業の実施拡充

①新65歳説明会時の元気ｱｯﾌﾟ体操講座実施、老人ｾﾝ
ﾀｰ等での介護予防講座支援、効果検証実施
②医師会例会にて取組施策報告,情報共有(6/18)。保
健ｾﾝﾀｰ,保険年金課との事業(8ｻﾛﾝ,19回)
③④連携推進会議開催(5/31,2/10),在宅歯科医療・
介護連携推進研修会準備(7/12),研修会(11/10)
⑤みまもりｼｰﾙ新規7名,累計37名.ﾌﾘｰﾍﾟｰﾊﾟｰにて周知
(1-3月)
⑥認知症施策の課題整理,ﾁｰﾑ会議開催(6回)
⑦ほっとふるにて毎月開催,ﾁｰﾑｵﾚﾝｼﾞ立上げ(滝呂)
⑧拠点ｶﾌｪ(太平町ﾏﾏｽﾞｶﾌｪ)毎月第2土曜日開催
⑨9月世界ｱﾙﾂﾊｲﾏｰ月間中啓発活動(9/12),駅北庁舎ﾗｲ
ﾄｱｯﾌﾟ(9/12-21）

目
標
３

ｂ　独自目標加算
　　　（任意設定）
例：自主研究グループ活動など
の自己研鑽、職員提案活動、施
策の紹介・普及活動　等

（目標設定） （成果）

目
標
４

高齢者の活躍
推進
　
役割の持てる生
活の支援と地域
の見守り体制の
強化

①サロン事業への支援による高齢者の集いの場の充実
②「孤立死ゼロ」協力事業所との連携強化(具体的取
組、事例報告等の啓発)
③民生児童委員一斉改選、活動への支援、関係機関との
調整
④配食型見守りサービス等の推進
⑤緊急入所措置や高齢者虐待防止等、高齢者支援策の迅
速かつ的確な実施
⑥80歳・90歳・100歳敬老事業の支援・実施
⑦新90歳敬老事業の方向性決定
⑧シルバー人材センターの支援
⑨ケースワーカーの育成
⑩福祉避難所運用に向けた事業所等関係機関との調整・
指定告示

①社協とｻﾛﾝ助成契約締結(4/1)(ｻﾛﾝ数108内新規3)
②随 時情報を共有 (5/31), 感謝 状授 与式 実施
(5/18,9/6,10/11)
③民生児童委員活動支援,区長会議依頼(4/22),市推
薦会開催(9/5),退任式委嘱式(12/1)
④ｻｰﾋﾞｽ事業者との情報共有随時実施。土日祝日見守
りｻｰﾋﾞｽ開始(4/1～)
⑤包括等と連携し緊急事案に迅速対応
⑥80歳,90歳,100歳 例年同様実施(9-10月)
⑦新90歳事業を会食形式からお茶会に変更し駅北庁
舎で実施(10/18)
⑧随時支援(市業務の斡旋及び研修会場の確保)
⑨ｸﾞﾙｰﾌﾟｹｰｽ検討会実施,個人のｽｷﾙｱｯﾌﾟ
⑩福祉課,企画防災課との連携、訓練事業所との調
整・開設訓練実施(9/21)

目
標
５

達成度

T2

T2

T3

T3

T3


